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V258a CTA 大口径望遠鏡読み出し回路の開発 (5)
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CTA(Cherenkov Telescope Array)計画は、従来よりも一桁良い感度で 20GeVから 100TeVを超える超高エネ
ルギーガンマ線を全天観測するために大中小合わせておよそ 100台の望遠鏡群を建設する計画である。CTA計画
は世界 27カ国の研究者が参加しているプロジェクトで、その中で日本は主に大口径望遠鏡 (LST)の開発に大き
く貢献しており、望遠鏡の焦点面光検出器である光電子増倍管 (PMT)からの電気信号を 7本 1クラスタで読み出
す回路基板を開発している。ガンマ線は大気で生成される空気シャワーからのチェレンコフ光を捉えることで間
接的に観測される。チェレンコフ光の継続時間は数 nsであり、焦点面に並べられた PMTの信号をGHzで高速
サンプリングすることで夜光による雑音の影響を抑える。日本グループは低消費電力で 2GHzのサンプリングを
実現するアナログメモリASICを用いた読み出し回路を開発した。現在、LSTの 1台目で使う回路を製作してお
り、実際に望遠鏡への搭載を想定した読み出し回路の改良、開発を進めている。さらに海外グループが開発した
トリガー回路を組み合わせた複数クラスタ間での動作試験、冷却系の実装など、より現実的な構成での調整、試
験を行なっている。本講演ではエレクトロニクス開発の最新情報を報告する。


